
魯

詩

放

勢
詩
は
漢
審
議
文
芯
に

詩
経
ご
十
八
ぬ
倍
野
特
韓

魯
故
二
十
五
省

魯
説
ご
十
八
省

〆

米

民:

設
稀
〉

烏

鈎

悶

の
民
が
絞
っ
て
ゐ
る
。
漢
詩
楚
元
主
交
の
俸
に
操
る
に
、
一
五
五
が
少
き
持
、
嘗
て
魯
穆
公
・
自
殺
と
仇
に
詩
を
浮
丘
仰
に
受
け
、
浮
丘
伯
が

長
安
に
ゐ
る
に
及
び
、
党
主
は
子
の

mm容
空
港
は
し
、
市
公
と
供
に
浮
丘
伯
に
従
っ
て
業
を
卒
へ
、
後
に
市
公
は
詩
体
k
者
は
せ
し
こ
?
と
を

叙
し
て
.

女
帝
関
市
公
怨
詩
最
続
。
以
念
持
土
。
一
冗
主
好
詩
。
諮
子
校
一
成
詩
0

・

m公
始
潟
詩
体
。
続
魯
詩
O

L
し
め
る
。
公
平
総
五
年
何
休
解
説
・
減
問
自
虎
通
義
・
文
選
李
普
訟
に
魯
詩
体
主
引
い
で
あ
れ
ば
、
魯
詩
に
体
が
み
つ
に
設
で
ゐ
る
。
法
品
一
一
向

饗
文
芯
に
較
す
る
所
の
詩
経
二
十
八
各
界
魯
斡
は
北
ハ
心
経
文
で
あ
っ
て
、
魯
故
二
十
五
巻
・
魯
訟
二
十
八
各
は
、
渓
書
楚
一
克
主
交
体
に
巾
公

が
一
者
は
し
に
と
綿
す
る
詩
停
で
あ
ら
う
。
此
の
詩
俸
こ
ク
マ
魯
詩
訟
の
標
準
で
め
っ
七
の
で
ゐ
る
が
、
今
は
亡
び
て
停
は
ら
な
い
。
市
公
は
魯

の
人
で
、
魯
に
賠
て
詩
を
以
て
人
に
教
授
し
に
か
ら
、
魯
詩
の
名
が
起
り
、
途
に
此
の
詩
沃
の
向
学
級
と
な
っ
亡
。
市
公
が
詩
'T
体
へ
土
方
法

は
、
主
と
し
て
口
訟
を
以
て
之
を
授
げ
に
。
漢
書
惑
女
一
蕊
に
は

漠
興
。
券
市
叩
公
詩
詩
訓
設
。

ま時由一



相即時雲間戸時

ひ
、
取
会
一
か
自
ら
竹
誌
に
者
は
し
て
，

コ
ピ
塁
、
、
〉
日
誌

が

T
d
d
じ
淀
川
W

一
部
の
成
番
と
な
し
七
る
い
似
く
詑
し
ゐ
れ

Z
毛
、
間
川
流
の
者
が
後
に

は
兵
さ
に
総
務
浅
代
の
開
学
問
的
ハ
部
訟
家
訟
の
保
)
に
論
ぜ
る
守
以
て
、
今
此

し
に
る
を
旨
市
公
に
路
し
て
プ
自
著
L
L
匁
し
七
の
で
あ
る
。

に
は
省
に
従
ム
。

毛

寸t
'I1J 

子

と

魯
詩
の
体
来
に
就
い
て
之
JT
探
ぷ
る
に
先
も
も

(

一

ν

孔
子
関
詩
授
ト
摘
。
階
怨
之
序
。
以
校
魯
人
ハ
甘
問
中
。

の
体
協
市
は
、
ト
潟
よ

ふ
る
三
階
壌
の

ぢ
受
尋
z
与
問
中
r
γ
o

h
t
J
4
ま
J
7
，
ノ
ょ
ょ
，
4
1
ぺ

に
北
ハ
体
楽
ぞ
叙
し
も

校
卒
子
校
総
入
荷
郷
。

の
体
飛
を

左、

し
て
有
郷
に
一
命
中
一
つ

し
ど
あ
る
ο

え
二

2
芸
河
川
〉
三
上
、
事
ζ
え

会

こ

、

，

玉

?F'rnn暫
C

ゑ
J
/
草
川
火
器
h
t
F
i

も

叙
し
、毛説
者
如
何
段
弔
公
。
一
料
開
獄
友
好
之
。

際
倉
一
十
校
吊
妙
子
。
出
妙
子
校
…

mm人
大
一
沿
い
公
。

千
五
授
高
行
子
。

毛
公
魚
詩
故
抗
体
於
ハ
私
'
J

以
授
越
人
小

以
不
夜
浅
科
故
J

一

子

江

主

寸

中

d'm体

h

-

h

r

/

，d
可

fea--

会
主
・

fr
寧

T
一
へ
草
加
叩
子
。
ゴ
Hh
仰い

h
b
Q
p
z
v
h口
b
b
M
O

関
経
棋
は
抗
弧
内
心
九
や
ら

1
2
ニ
F
2
4

正
ノ
子

94
ゴ

F
Z
U野
一
一
寸

h
rイ
q
s
A
ノ
イ
ノ
ミ
乏
し
え
に
C
判
J

C

イ
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4

笠
1
P
E
L
て

R
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Fえ
よ

y-

市戸・
1
β
E
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L
V
g
h
i
a
?
に
な
ら
件
土
JO

委
A
/
4
3
3
3
f
f
z
Aノ支
'hγ

う

ー
と
あ
る
。
上
の
際
識
の
草
木
お
品
川
疏
と
此

ω践
的
ω
m
w

の
系
統
'f

主
体
は
ど
、

l

‘
;
 

ハ
己
、
隣
磯
訟

ト
奇
i
ー
す

h
a
s
i
pずい
l
p
u
争
子
!
ー
は
ぺ

h
E
1
1
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1
i
m
P
4
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l
f
;
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F
I
J

よ
J
A
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で
ふ
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ー
や
ぷ
よ
句
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ー
プ
ヴ
ぬ
列

会
一
〉
、
徐
終
枕

子
友

i
高
行
子
i
務
倉
子
1

山
口
市
妙
子
!
i
大
宅
公
!
小
平J
公

千

五L

甘

え会二
タル~

克

の
設

ι従
へ
日
以
大
名
公

は
掛
る
』
』
と
に
な
ろ
Q

ハ………
ν
、

一
公
と
い
ふ
別
総
合
第
三
と
得

奏」
J
Lノ/ゴ吋吋札ん仲

ほ
と
さ
ち
走
日
あ
ら
戸
海

1
J

こ
こ
L
/
オ
ヰ
J
J
J
G

し
で
此
に
限
別
す
る
。
此
の
一
…
一
段
L
しも、

持
る
に
奈
常
従
長
除
隊
誇
立
党
改
に
廷
に
一

d
F
d
k
d
i
t
p
u
v
i
p
p
t
e
A
S
4
1

‘J
9

μ

吟

gp室、、
q
J
二
主
計
炉
、
，

W
3
1
E
'
Z
A
I
-
-

、
な
く
、
兵
比
一

yc-実
E
3
4二
、
/
京
文

書
J
U

容
:
五
一
生
富
三
U
J
J
J

し
、
品
計
れ
二
い
な
羽
子
バ

E
1ミ
九
s
h
m
J
P

へ
仁
こ
と

ぺ十一・
1bω

で
め
る
の

じ〉

ま
ち
句
史

'L--
ン
A
f
R
U
ι
J
v

，

)
ス
ハ
b
H
U
P
}

円む一ぷ/ト，品化

i

L
し
め
る
…
何
は
、
知
文
の
笈
入
と
し
て
、
之
を
飢
り
去
る
こ
と
に



も
て
昂
る
。
降
一
溌
る
陸
徳
明
も
M
H
毛
詩
の
問
時
「
滋
は
初
卿
よ
り
出
ヴ

tc
怒
し
、
殊
に
叙
鋭
の
米
文
に
「
孫
郷
子
体
魯
人
大
毛
公
い
と
明
言
し
て

ゐ
る
の
に
、
際
議
縦
は
、
第
一

ば
魯
詩
の
系
統
で
共
感
滋
は
裕
子
か
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
二
一
波
と
る
兆
の
宋
に
初
子
が
務
げ
で
め
る
。

担
し
、
末
文
に
孫
伽
仰
が
魯
人
大
モ
公
に
授
く
と
い
ふ
は
笈
入
で
あ
っ
て
、
此

ω
沃
に
は
大
宅
公
は
や
一
く
関
係
は
な
い
も
の
と
し
、
第
二
の
徐

撃
が
怒
げ
七
系
統
は
.
小
ん
も
疋
し
い
毛
誌
の
系
統
で
、
此
の
毛
設
の
系
統
に
は
初
予
は
み
…
然
関
係
な
し
と
考
へ
て
、

序
絡
所
記
ゴ
去
の
。
部
保
磯
本
木
疏
之
説
。
際
仙
川
明
窓
o
m初
、
以
徐
磯
魚
正
。
務
亦
川
山
人
太
M
M
m
o
興
際
磯
問
時
先
後
者
。
磯
以
大
宅
公
料
品
受

信
碕
郷
。
於
古
体
制
…
所
徴
談
臼
市
市
公
魯
詩
体
向
付
浮
丘
伯
。
怨
初
制
川
存
体
弟
子
。
兵
役
於
浅
設
け
禁
章
可
致
。
別
限
磯
所
紀
。
子
一
及
協
曾

巾
公
一
辺
。
常
治
魯
恋
愛
一
政
流
。
内
政
泌
…
…
抜
。
敢
闘
一
統
有
問
。
第
一
箆
絞
れ
ん
大
火
。
後
人
訟
以
一
此
句
協
之
一
也
君
件
。
税
制
遁

を
め
る
。
此
の
際
議
機
の
意
見
は
、
大
姿
以
下
の
如
く
で
み
る
。
序
鍛
に
記
し
て
み
る
一
一
民
(
第
三
〉
は
、
部
も
際
磯
草
木
疏
〈
第
一
〉
の
訟
と

間
一
で
、
廷
は
魯
詩
の
系
統
で
み
る
。
際
体
切
の
窓
は
、
徐
裳
ハ
第
二
)
の
訟
を
一
比
1し
い
毛
詩
の
系
統
と
し
に
の
で
あ
る
。
大
毛
公
が
初
郷

か
ら
印
刷
?
な
体
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
ぢ
脅
に
は
微
授
す
る
所
が
な
い
。
市
し
て
h

判
官
詩
の
何
時
ナ
組
仁
る
巾
公
は
初
卿
の
科
体
弟
子
に
る
こ
と

は
兵
さ
じ
浅
香
に
裁
っ
て
ゐ
る
去
一
氏
と
ヮ
此
の
主
張
は
、
姿
す
る
に
孫
子
は
魯
詩
セ
一
博
へ
七
が
、
魯
詩
の
体
授
に
は
mm
係
が
な
い

E
い
ふ
の

で
あ
っ
て
、
る
し
く
陳
喬
探
獄
創
の
設
で
ゐ
る
。
余
を
以
て
之
を
考
ふ
れ
ば
，
第
一
は
モ
誌
の
本
太
鼓
魚
践
の
中
に
あ
れ
ば
，
枇
伸
一
磯
は
之

ie以

回一 s ，，"-..~ 

で
宅
誌
の
系
統
と
し
に
る
に
相
建
な
く
、
叉
七
経
典
終
文
叙
鋒
に
翠
げ
に
る
こ
つ
の
系
統
色
、
先
づ
初
に
毛
詩
の
侍
来
を
以
て
泣
き
起
し
、

'
次
い
で
第
二
と
第
一
一
…
の
系
統
・
γ
絞
し
亡
の
で
ゐ
れ
ば
、
陸
徳
明
も
亦
仁
之
を
宅
詩
の
系
統
と
怒
一
し
仁
一
ω
に
相
違
あ
ら
や
・
第
一
一
一
の
末
文
「
孫

駒
子
体
大
毛
公
」
は
試
入
に
み
ら
宇
し
て
、
反
っ
て
子
支
よ
り
孫
婚
を
縫
い
て
毛
公
に
五
つ
に
系
統
セ
一
踏
ん
一
戸
川
し
亡
の
で
あ
る
。
陳
喬
縦
が
「
孫

郷
子
体
一
魯
人
大
宅
公
」
の
…
勾
セ
笈
入
と
匁
し
に
る
は
、
荷
附
別
を
毛
詩
の
毛
統
よ
り
除
き
去
れ
/
、
強
で
荷
蜘
貯
を
援
い
て
魯
詩
の
系
統
に
入
れ

以
て
巴
の
訟
を
支
持
せ
ん
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
考
ふ
る
に
第
一
の
系
統
は
、
初
郷
に
京
ね
っ
て
止
っ
て
ゐ
る
が
、
初
卿
よ
り
宅
一
宇
?
に
俸
は
っ

た一
ζ

と
は
、
自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
‘
之
を
絡
し
七
の
で
あ
ら
う
。
第
二
の
系
統
は
、
吊
妙
子
と
大
毛
公
の
問
に
初
蜘
仰
の
ゐ
る
べ
き
を
路

L
、
第
一
一
一
…
の
系
統
は
、
子
支
よ
り
初
射
に
去
っ
亡
俸
授
の
入
金
ち
尤
も
兵
さ
に
し
殺
し
士
の
で
ゐ
る
。
第
二
の
系
統
は
、
中
間
薄
授
の
人
が
、



4同一

第
一
第
一
一
一
に
比
す
れ
ば
、
少
し
く
晃
る
も
予
一
一
一
系
統
と
も

系
統
で
‘
初
附
併
が
北
川
中
間
に
介
'
祝
し
て
、
前
人
の
訟
を
承
け

ヤケ
会、一-

人

に
体
ヘ
に
こ
と
は
疑
な
し
。
故
に
際
喬
絞
の
設
は
お
や
強
附
曾
で
従
ひ
難
い
。
併
し
支
は
毛
詩
の
換
が
荷
別
に
潟
諒
す
る
の
み
な
、
一
三
魯
詩
る

亦
七
初
予
よ
り
体
系
し
ゐ
る
こ
と
は
事
笈
で
め
る
o

悲
し
初
伽
仰
の
系
統
合
専
ら
毛
設
か
魯
詩
の
一
方
に
路
せ
し
め
ん
?
と
す
る
は
均
し
く
偏
見

七
る
か
μ
}

免
れ
な
い
。
元
来
・
古
今
け
ん
若
く
限
努
魯
韓
毛
詳
の
別
は
、
筏
以
後
に
起
つ
七
名
稀
で
あ
っ
て
、
韓
魯
モ
詩
は
い
日
付
帯
伽
仰
の
感
阪
を
承
げ

体
授
の
久
し
き
、
時
九
ピ
経
る
に
従
ひ
、
各
熱
波
に
別
れ
・
和
互
の
閉
じ
小
異
同
仰
が
起
つ
に
に
過
ぎ
な
い
。
北
パ
関
係
は
流
山
沢
利
容
れ
y
d

る
仰
れ
の

懸
総
み
る
誌
で
な
い
か
ら
、
初
郷
の
詩
設
を
、
毛
詩
沃
は
之
か
ρ

一
一
一
市
詩
の
本
づ
く
所
と
立
し
・
斡
魯
沃
は
之
を
続
魯
詩
の
本
づ
く
所
き
と
得
し
に

の
で
め
る
。
革
者
が
毛
俸
が
初
予
に
本
づ
く
こ
ど
を
主
張
し
、
廿
件
、
例
と
し
く
器
ぐ
る
所
の
者
は
、
多
く
は
零
サ
~
幹
義
で
ふ
の
っ
て
‘
格
段
に
宅

誌
が
初
予
に
淵
諒
す
る
こ
と
ぞ
首
肯
す
る
に
日
比
る
者
は
少
な
い
が
、
北
(
充
も
鮫
著
な
る
一
例
は
、
際
問
州
東
門
之
揚
の
毛
体
に
，

男
女
失
持
。
不
透
秋
冬
。

LFM

秋
山
手
な
号
制
別
と
匁
す
る
は
、
初
予
大
時
拾
が
に

翁
降
殻
女
0

・
涼
非
殺
止
。

ふ
に
…
殺
す
o
n
X
れ
毛
俸
が
初
予
に
出
で
仁
こ
と
に
於
て
.
動
か
す
べ
か
ら
さ
る
紘
一
設
で
め
る
。
然
し
之
と
て
も
毛
体
が
務
り
初
予
と

一
致
す
る
の
み
れ
仏
ら
争
、
府
贈
媒
氏
疏
に
引
け
る

斡
詩
体
問
。
合
点
検
綴
降
迎
女
。
涼
抹
殺
止
。

E
あ
っ
て
，

の
設
は
初
予
と
一
致
す
。
売
れ
韓
一
詩
・
も
亦
仁
初
予
に
出
づ
る
一
設
で
あ
る
。
魯
待
以
仲
春
の
月
JY
以
て
、
特
約
の
月
と
な

す
。
北
ハ
設
は
白
虎
…
辿
に

嫁
勢
必
以
容
何
。
存
者
一
天
地
交
述
。
滋
物
対
生
。
陰
陽
交
接
之
持
品
。
初
公
。

't
如
締
姿
。
治
沫
米
作
。
問
官
日
。
伸
容
之
月
。
令
合
引

月
滋
子
勢
一
都
之
…

20勝

'
す
っ
令
附
均
一
…
…
十
嬰
リ
女
二
十
郎
線
φ

瓦
小
五
日
。
一

rft
サ
?
っ
白
虎
活
は
魯
持
続
な
れ
ば
、
魯
誌
は
郷
小
ぷ
が
仲
一
存
な
以
て
将
剣
の
月
と
な
す
L
L
令
ひ
、
初
子
殺
詩
毛
誌
と
令
は
宇
、
円
以
v

じ
採
り
て



毛
詩
が
初
予
に
本
e

つ
け
る
を
知
る
べ
き
で
み
る
。

魯

ヰ;I

子

毛
詩
が
初
予
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
上
越
の
如
く
な
れ
ど
も
‘
際
袴
縦
の
訟
の
如
く
、
魯
誌
が
初
予
よ
り
汎
に
と
い
ふ
訟
も
、
総
と
し
て

と

根
誠
一
め
つ
で
夜
定
す
べ
き
で
な
い
。
仰
い
魯
詩
と
孫
子
と
一
る
例
を
怒
げ
ん
と
す
る
に
、
魯
詩
は
前
回
同
の
時
に
亡
び
、
今
は
北
ハ
全
貌
を
見

る
能
は
争
、
伎
に
説
者
に
引
用
せ
る
仇
伐
と
、
魯
詩
系
統
に
慰
す
る
詩
に
就
い
て
、
共
同
日
か
ι
努
髭
す
る
に
泌
さ
v
d

れ
ど
も
、
初
予
に

行
街
道
者
不
一
4
1
0

事
開
設
者
不
詳
。
日
不
府
関
市
明
。
耳
一
小
前
線
問
問
。
膝
蛇
無
口
比
一

m飛
。
終
第
五
校
同
銭
。
潟
鴻
私
設
。
北
(
千
七
分
。

w
f
'
a
A市

奴
人
君
ナ
。
北
ハ
儀
一
令
。
共
儀
一
分
。
心
'
如
給
。
故
対
一
ナ
結
於
一
也
。
…
則
的

?
と
あ
る
。
之
'
ゲ
魯
詩
の
設
訟
に
徴
し
て
針
照
す
れ
ば
‘

、‘.

設
苑
。
詩
一
辺
戸
鳩
夜
品
如
、
。
井
千
七
分
。
淑
人
君
子
。
共
儀
一
分
。
体
問
。
戸
鴻
之
所
以
養
七
子
者
一
心
也
。
君
子
之
所
以
均
荷
物
者
一
儀

P

砲
。
以
一
儀
現
物
天
心
也
。
五
者
不
敵
。
令
市
匁
一
。
誤
之
天
心
。
衷
我
能
悶
自
深
対
北
パ
窓
於
一
。
故
一
心
可
以
一
帯
百
話
。
百
心
不
可
以

率
一
索
。
一
誠
一

列
女
体
。
詩
一
広
。
戸
鳩
在
桑
。
共
子
七
令
。
淑
人
君
子
。
北
ハ
儀
一
令
。
呉
儀
一
司
令
。
心
如
結
令
。
一
一
一
仰
心
之
均
一
也
。
戸
鴻
以
一
心
安
七
子
。

君
子
以
一
儀
食
事
物
。
一
心
一
円
以
華
日
官
。
百
心
不
可
一
以
事
一
君
。
此
迄
君
。
的
ヴ

と
あ
る
。
設
苑
及
び
列
女
俸
を
者
は
し
七
都
向
は
、
楚
一
苅
主
交
の
子
休
会
宮
の
令
孫
で
ゐ
る
。
一
克
ま
は
詩
k
好
み
、
去
の
子
部
容
は
、
魯
詩

の
m
単
純
に
る
市
公
と
供
一
に
浮
丘
伯
に
事
へ
、
浮
丘
伯
は
初
制
仰
の
門
人
で
ゐ
る
か
ら
.
一
克
壬
の
務
孫
七
る
劉
向
は
、
允
〈
家
比
一
ゴ
ゼ
…
機
い
打
、
北
パ
内
山
γ

統
の
土
か
ら
考
へ
で
上
に
器
げ
七
る
設
苑
に
引
く
所
の
俸
は
、
申
公
の
詩
体
で
ゐ
る
か
ら
、
魯
一
誌
の
m
A
ヤ
ケ
攻
め
七
る
は
捻
知
す
べ
き
で
あ
る
。

故
じ
一
劉
向
が
其
設
苑
一
列
女
俸
に
滋
鴻
の
詩
を
引
く
に
前
く
裕
子
と
ご
玖
し
、
殊
に
背
風
間
川
鴻
の
毛
詩
序
に
は
ベ
潟
鴻
料
不
安
也
。
在
佼
鈍
…
君

子
。
問
心
之
不
満
品
也
。
い
と
ゐ
っ
て
、
不
登
な
る
を
制
約
つ
七
刺
設
と
し
七
る
仁
、
初
予
に
は
議
純
一
の
震
な
く
、
叉
に
設
苑
に
「
結
共
笠
於
一
」

主心一言
J

小
山
一
は
、
一
樹
、
予
の
「
結
於
こ
を
A

山
口
ひ
、
「
百
心
不
可
事
一
君
L

E
一
日
一
口
ふ
は
、
初
予
の
婦
君
者
不
容
L

色
合
ひ
、
列
女
俸
に
「
一
一
一
一
n
心
之

回一 5~ 
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均
一

L
E一
一
一
月
砂
場
コ
日
心
不
可
政
事
一
ふ
主
・
能
く
孫
子
LEe
合
ふ
。
殺
に
之
を
は
で
考
ふ
れ
ば
毛
鋒
は
犠
鳩
の
詩
セ
不
支
を
持
っ
た

州
刑
訴
と
お
し
に
る
じ
‘
初
予
に
議
剰
の
詩
な
さ
は
‘
主
体
は
初
予
に
ん
刊
は
宇
し
て
、
反
っ
て
読
苑
及
び
列
女
体
げ
が
初
予
と
一
致
す
る
は
、
魯

詩
の
侠
訟
を
術
開
ヘ
ー
に
気
一
め
で
あ
込
う
。
其
他
論
一
街
路
日
増
誌
に
小
雑
鶴
一
鳴
の
詩
を
引
く
は
穂
子
億
効
策
と
合
ひ
.
小
旅
栄
寂
の
限
度
訟
に
つ
平

等
鉾
治
不
絡
之
貌
」
主
一
一
一
日
ふ
は
、
孫
子
傍
効
議
に
「
治
勢
之
根
強
い
s

，
と
一
一
員
ふ
に
一
致
し
、
此
等
捻
衡
の
著
者
七
る
主
充
も
模
農
も
校
魯
詩
主

的
め
に
る
製
者
な
れ
ゾ
。
魯
設
が
殊
に
初
予
と
一
致
す
る
者
を
泰
一
戸
、
れ
ば

2

初
予
o

詩
向
。
姿
、
心
情
的
。
恨
一
ナ
翠
小
。

'
f
r
f智
o

一軒

f
r
b〈O
一
間
接

劉
向
封
議
。
詩
一
可
。
数
民
一
間
一
問
。
協
子
学
A
o

小
ん
か
影
。
動
必
仇
岡
山
本
開
鱗
劉

劉
向
が
魯
詩
を
舟
ひ
た
る
こ
と
は
.
前
に
陳
べ
七
る
が
、
初
予
の
の
有
坐
'
と
判
例
向
討
議
と
一
致
す
る
は
、
殺
詩
が
裕
子
に
本
づ
く
を
設
す
ベ
主

で
あ
る
。
叉
に
務
予
に
野
鼠
東
方
未
明
の
詩
を
引
き
、

銭
安
ぷ
言
。
留
一
小
紘
一
都
内
。
額
一
倒
友
凶
器
走
路
品
。
詩
目
。
綴
之
一
例
之
。
東
山
一

20献

ふ
は
、
君
が
誌
を
在
す
と
き
は
、
憶
は
衣
殺
を
顛
倒
し
て
、
念
議
之
に
熔
宇
べ
き
こ
と

E
A

寺
F
L
Z

東
方
米
ゆ
え
判
然
飾
品
。
朝
怒
一
期
(
活
無
節
。
務
令
不
持
。
翠
一
雪
氏
不
能
守
叫
ん
ハ
職
。
い
れ
病
問
貯
耳

E
一
一
日
間
ひ
ち
震
が
ほ
す
在
す
に
、
時
刻
節
な
さ
ぞ
裁
つ
七
詩
と
し
で
あ
っ
て
、
初
予
と
令
は
宇
、
越
般
は
，

o

一
本
子

震
以
其
官
刀
竹
之
。
設
件
不
綴
一
例
。
詩
日
。
顕
之
倒
之
。
日
公
召
之
章
匂

L'eM
震
っ
て
、
積
子
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
魯
設
は
亡
び
て
俸
は
ら

F
れ
ど
も
、
魯
詩
系
統
の
設
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
践
が
ん
抗
議
対
の
召
に
隙
?

る
と
解
す
る
は
魯
詩
の
設
で
あ
る
。
元
来
小
殺
小
弁
の
詩
は
、
毛
停
で
は
胸
五
JT
約
つ
七
詩
に
し
て
み
れ
ど
も
、
社
欽
・
務
総
・
恭
一
山
間
協
の
如

宗
谷
詩
系
統
の
撃
者
は
、
仏
M
M
小
弁
の
詩
を
約
脊
の
作
と
為
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
小
弁
の
詩
は
魯
詩
に
め
り
で
は
、
伯
脊
の
作
と
免
し
て
ゐ
バ
J

七
ycm合
同
る
σ

越
一
般
も
亦
七
一
「
小
弁
小
雅
之
籍
。
伯
智
之
作
品
。
的
-
管
仁
入
。
一
間
父
信
之
。
故
作
小
弁
去
は
み

B'P尋
問
っ
て
・
小
m

浮
か
ら

仇
脊
?
の
作
に
し
で
あ
れ
ば
、
趨
肢
は
魯
詩
系
統
の
で
み
る
こ
と
は
分
明
で
ゐ
る
。
勢
一
詩
系
統
の
事
者
た
る
越
岐
が
、
上
文
に
場
げ
た
る

t
h
'
o
J
『，、
J

岬

』

h

・

ア
」
今
i

ィ〆
e
p
t

は
刺
設
し
ι
怠
し
、



東
一
方
未
明
の
詩
伝
広
が
ん
一
川
越
詳
の
召
一
に
燦
A
V

に
引
川
し
て
ゐ
れ
ば
、
此
の
訟
は
魯
詩
の
侠
捻
た
る
に
格
惑
の
ら
一
γ
、
一
印
し
て
初
予

設
と
一
致
す
る
守
絞
れ
ば
、
ぬ
w
詩
げ
か
初
予
に
淵
源
す
る
は
線
変
で
あ
る
。
故
に
毛
詩
が
初
予
に
本
づ
け
る
の
み
な
ら
争
、

AW
狩
る
亦
仁
初
予

に
消
滅
す
る
は
珍
惑
も
疑
小
山
容
れ
な
い
。
唯
々
一
主
げ
も
魯
詩
る
ふ
十
一
部
は
一
致
せ
令
、
一
札
に
山
川
入
み
る
は
免
が
れ
な
い
。
以
上
は
魯
誌
の
詩
設

に
操
り
て
、
初
予
一
と
の
関
係
rf
論
じ
に
れ
ど
る
、
弐
は
魯
詳
の
体
来
?
略
述
す
る
。

::!Kt 
JaJ 

i~t 

発ミ

の

先
づ
魯
詩
の
県
川
仰
に
る
巾
公
の
mm十
統
に
就
い
て
、
之
を
考
ふ
る
に
、
決
唯
一
門
儒
林
停
に
、

巾
公
魯
入
山
W
0

・
少
興
費
γん

仏
革
協
パ
人
浮
丘
伯
受
詩
U

を
あ
れ
ば
、
市
公
の
円
や
は
、
之
合
問
山
氏
伯
よ
り
受
け
に
る
ぞ
知
る
べ
く
、
又
七
浮
丘
的
の
向
学
統
は
、
渓
金
間
後
一
兆
京
交
の
協
に
は
、

少
時
。
嘗
瓜
(
魯
穆
生
・
尚
生
@
巾
公
。
供
受
詩
於
浮
丘
伯
。
約
者
孫
卿
内
入
場
。

を
あ
り
、
え
た
議
読
ん
日
開
設
季
語
こ
ち
、

〈

て

一

〆

喰

十

P
ド
J
λ

伝
ま
ヨ
H

F勾
H
ι
'
A
F
R

，I
I
J

司
て
に

F
I
P
3

脅
李
新
興
匂
止
子
。
供
一
事
初
卿
。
弥
日
的
日
…
U

，はが

寄り

1
s
j

，1
4
J
L

と
め
れ
ば
、
浮
丘
伯
一
は
荷
卿
の
門
人
で
め
る
。
廷
に
向
り
て
考
ふ
れ
ば
、
市
公
の
詩
訟
は
、
初
卿
よ
り
浮
丘
仰
を
経
て
市
公
に
一
世
ふ
っ
て
、
詩

俸
と
な
り
、
A
W
V

詩
の
m

熱
波
を
開
き
わ
る
な
知
る
べ
し
。
此
の
史
文
に
就
い
て
考
ふ
れ
ば

.h替
詩
が
初
予
に
淵
探
す
る
こ
と
は
国
よ
り
論
は
な

い
0

・
市
公
の
世
に
あ
っ
七
時
代
は
、
突
記
橋
林
俸
に
、

明日開守一月守一

渓
高
級
一
過
魯
。
申
公
以
弟
子
従
師
。
入
認
於
魯
南
一
官
。

と
あ
り
、
又
七
楚
元
車
交
俸
に
は
、

文
帝
待
。
関
山
中
公
魚
詩
最
施
。
円
以
怨
博
士
。

を
あ
れ
ば
、
市
公
は
渓
初
高
識
の
時
よ
り
、
帝
人
一
帝
の
特
に
及
び
七
る
を
知
る
べ
し
。
又
七
毛
詩
に
就
匂
い
て
は
、
毛
亭
は
詩
故
訓
俸
を
作
り
、

，
一
軒
間
一
職
五
の
博
士
と
祭
る
。
経
典
韓
交
的
総
畿
に
は
、



時間同 g 輪山岬時

孫
駒
子
鋒
番
人
大
毛
公
。

と
一
日
目
へ
ば
、
魯
詩
も
毛
誌
も
均
し
〈
初
予
よ
り
出
で
、
北
ハ
態
系
は
友
の
如
し
。

ヨ↑

h
r
d

一之

初
郷
!
大
毛
公
モ
i
小
毛
公
主

が
詩
一
段

冶
ゲ
必
ザ
Afr
ヘ

4
4
t
Z
2
2
U
 

叉
七
総
詩
は
北
(
体
授
の
系
統
は
北
(
詳
を
知
る
能
は
き
れ

yd
も
ち
続
詩
外
俸
に
初
予
の
一
泊
JT
引
く
者
多
き
ぞ
見
れ
ば
、
サ
一
八
段
統
は
亦
仁
羽
子
仁

川
づ
る
な
知
る
べ
し
。
務
詩
は
一
一
…
夜
中
に
於
て
、
初
予
と
の
開
係
中
ん
も
還
さ
も
、
嬰
す
る
仁
設
の
体
授
に
就
い
て
‘
サ
パ
系
統
合
等
ぬ
れ
.U
、

初

ml浮
丘
伯

i
市
公

幹
初
予
に
本
づ
か
ぎ
る
者
は
あ
ら
歩
。

巾
公
よ
り
後
の
仏
併
設
の
体
授
は
、
漢
詩
儒
林
停
に
絞
れ
ば
、
市
公
は
詩
春
秋
を
以
て
授
け
、
波
止
江
公
及
び
魯
の
許
生
・
弘
中
山
り
除
ル
ー
は

持
誌
の
紘
一
を
体
ふ
。
笠
緊
は
存
開
銀
の
入
な
り
つ
北
ハ
先
の
一
流
は
楚
冗
一
土
の
俸
と
然
り
、
一
五
よ
り
五
世
に
し
で
緊
に
去
り
、
詩
M-HW

治
め
て
大
江
公

改
一
川
崎
日
成
及
川
V

許
生
に
事
ム
二
ザ
ポ
パ
〕
以
て
教
授
し
、
流
し
て
都
魯

ω
大
…
儲
と
綿
せ
ら
る
。
子
の
す
{
成
じ
体
ふ
。
十
V
A

成
一
次
び
九
の
子
貨
は
詩

z
i
J
d
F

ペd
d

l

か
ι

以
て
表
情
に
授
く
。
売
に
山
っ
て
魯
詩
に
京
氏
の
鎮
め
り
。
此
の
…
以
の
卒
者
は
タ
く
は
れ
秘
の
人
な
り
。
又
七
別
じ
一
一
択
の
り
、
山
陽
の
張

t
F
4

・川
J

長
安
取
引
毛
は
先
づ
主
式
じ
事
ヘ
、
後
ち
一
m
A
午
の
庶
長
安
・
誌
の
坊
山
三
孫
も
ボ
し
た
式
に
一
部
ふ
。
張
生
・
府
ル
咋
一
・
終
生
は
枠
州
内
士
と
免
る
。
去
に

出
っ
て
魯
詩
に
版
・
ぽ
・
符
氏
の
患
の
り
。
政
生
の
凡
の
一
十
故
郷
詩
ど
以
て
元
信
に
絞
り
、
北
ハ
門
人
邸
時
の

q
kド
守
L
叫
ふ

1
、
長

勺
叶

U
7
λ
z
'
r口
約

《

7

ρ

i

v
ぃ・

3
〉
午
妥
工
主
士

'Y43る。

ぷ
F
6
H口明
H
I
e
-
t
干
i

ベJ

ヂ，

h
f

じ
山
似
つ
で
張
家
に
許
氏
の

9
0
此
の
章
氏
の
弟
、
後
庶
椅
氏
の
m
半
、
及
び
許
氏
の
内
か
は
、
漢
詩
総
林
体

に
載
す
る
魯
詳
の

大
派
で
ゐ
る
。

市
会

アアT
￥L殻友
!Ji:粉減
関

官}

i議



ir周
議

!
瓦
山
地

!
魯
問
問

l
惣
生

i
除
催

ー

線

内

廃

忌

一

l
君
文
成

ー
大
江
公

1
1茸
賢
i
「
設
資
i
哀
帝

J
A
じ
i
i
T
4
i
I
l
l
-
-
}

i
i
z
t
h
i
l
l
uト

j
徐
公

i
!
一i
主
式
i
一i'
張
…
長
安

i
徒
隊
郷
l
…i
一
兆
帝

一l
庶

長

笈

一

i
主
扶

了
格
-m/
孫

了

許

長

7
瀞
康
徳

i
議
会

ー哩何事同開嘩

府
民
記
前
後
決
香
北
ハ
他
の
史
書
に
魯
詩
JT
期
日
ふ
者
の
名
を
紋
す
る
、
然
皮
二
十
鈴
家
め
り
。
叉
非
詩
設
よ
り
推
し
て
、
魯
詩

ω品
?
?
危
す
こ
l
討

が
}
捻
知
す
べ
き
者
も
、
亦
十
数
家
め
り
、
以
て
北
ハ
阜
の
流
ん
仰
の
演
さ
な
知
る
べ
し
。
北
ハ
ふ
ん
も
者
切
な
る
者
を
怒
ぐ
れ
ば
，

一
向
島
一
一
議
。
郡
安
。
谷
永
。
劉
向
。
社
欽
。
揚
雄
一
。
艇
部
。
正
光
。
務
問
問
。
張
街
ω

漆
山
内
一
。
張
沼
。
主
滋
。
高
一
部
。
減

muA皆
恭
。
秘
的
能
。

何
体
。
主
符
。
越
蚊
。
郭
撲
。

の
如
き
は
、
紫
箸
審
或
は
詩
紙
文
章
に
引
く
所
の
詩
は
、
k

判
官
詩
を
肘
ひ
七
れ
ば
、
之
に
擦
り
で
魯
詩
の
部
回
全
努
努
す
へ
し
。

持
日
ι
4

会兆一

詩

主
詑
一
番
詩
誠
一
に
蕗
す
る
者
の
者
数
時
及
び
詩
紙
文
章
に
就
き
事
立
ハ
山
中
に
砕
す
る
魯
詩
の
設
誌
を
孜
へ
、
魯
詩
が
持
斡
毛
設
に
お
な
る
特
科

モ
詩
に
諮
ふ
所
の
ヤ
北
側
内
正
雄
三
魯
誌
に
め
り
て
は
、
世
守
誠
料
し
七
料
誌
と
得
一
す
者
鋲
る
多
ふ
一
。
史
記
十
二
諮
伎
作
者



何一 1~ ，........明

-η

情

司

容
&
・
句
て

関
川
護
続
。
詩
人
本
之
経
席
。
関
関
陸
作
。

時
一
同
ひ
、
又
七
史
認
儲
林
健
叙
に
、

煎
宗
一
姿
。
一
問
問
問
機
作
。

ひ
、
闘
機
は
邦
議
の
始
に
あ
り
て
、
一
沿
い
設
に
於
て
は
、
后
抵
の
徳
J
f
M
明
治
一
ん
し
に
る
詩
な
る
に
、
史
認
で
は
刺
詩
と
得
し
で
あ
る
。
史
認

ふ
仁
、
謀
者
社
欽
体
「
侃
五
円
安
鳴
。
問
権
歎
之
。
」
ー
の
恒
竣
の
誌
に
、

?
と
あ
る
。
侵
攻
の
に
擦
れ
ば
、
開
躍
を
刺
詩
と
忽
す
は
、
魯
詩
の
設
で
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
民
墳
は
印
ち
侍
撲
に
し
て
珍
史
認
索
隊

に
引
く
郎
仰
の
穆
天
子
俸
は
鈴
に
採
れ
ば
警
?
と
匁
り
、
強
弱
と
同
じ
く
楼
天
子
俸
を
校
一
定
す
Lι

…
河
ふ
。
郎
ち
伴
殺
の
慌
に
お
け
ω
時
は
、

尚
一
す
の
籾
に
従
れ
り
。

fr
之
火
事
つ
暁

4
A円
a
t
G
ι
ι
t
M
引引‘

の
詩
訟
は
何
に
本
づ
く
か

此
魯
詩
場
。

ロ
向
山
山
芯
M
f
r
l
uべ

F
『

丹

、

ノ

d

nm例
川
添
弘
J
J
A

し

C

F
b
t
レ
0

1

L

〉

I
t

仁
上
/
吟

認
習
の
持
に
亡
ぷ

に
フ
川
魯
詩
山
泊
」

住
友
字
。
一
と
あ
る
に
立
凡

f
，
パ
ル
ハ
ム

4

4
4
;
'
H
L
4
1
1
4
ゴ

-
i
l

二
明
主
一

i
r
f

の
系
統
Jf
考
ふ
れ
ば
、
孔
安
問
問れ
ど
も
、
共
感
風
は
古
今
文
食
患
に
し
て
、

は
、
魯

ふ
。
然
ら
ば
限
殺
は
治
尺
魯
詩
を
見
る
に
及
び
仁
る
べ
し
。
同
一
し
て

へ
ば
.
闘
機
を
約
終
'
ど
免
す
は
.
魯
持
設
な
る
こ
?
と
総
笈
に
し
て
妓

成
明
制
仰
に
る
市
公
の
弟
子
な
り
。
史
記
悠
林
体
に
「
巾
公
治
子
孔
安
同
一
京
協

こ
於
亡
主
、
ド
去
二
人
ヒ

J

C
手
芋
r
i
h

l

f

4

i

お〆
w

J

1

7

4

泊
三
世
肉
、

は
孔
安
践
に
従
つ
で
、
設
か
牛
肉
ふ
に
か
ら
、
前
持
議
は
山
中
公
の
詩
体
弟
子
な
り
。
放
に
持
品
援
が
史
記
に
引

び
ち
叉

LJ
土
問
障
ど
斗
巧
と

z
rど、

号、1
p
q
p
H
F
v
，
2
2
5
u
;
p
y
t

(i) 

詩
な
川
ひ
、
関
経
七
約
詩
と
し
た
の
で
や
の
る
の
浅
入
の

る
は
、
師
俸
を
傘
笈
し
、
機
ゆ
る
に
他
仰
の
稔
台
以
て
サ
字
、

G
に
…
…
川
応

に
る
こ
と
疑
立
し
。
又
た
類
に
鰯
れ
で
之
を
推
し
、
間
離
を
約
詩
と
怨
す
者
及
び

に
求
む
れ
ば
、
前
に
列
携
し
た
る
司
馬
議
以
下
の
ご
十
鈴
袋
は
、
持
魯
狩

よ

〉
九
賢
官
M

f

て
と
れ
w
t
g奄

べ
し
。

ぇ1
れ
い
す
〉
芯
ヘ
こ

P
3
1
/
「

L

A--m員
立
説

t

d

-

七
る

ふ
る
に
、
都
向
列
女
体
ぷ
、



関
川
底
一
一
士
夫
人
築
山
内
判
。
関
機
設
見
。
思
符
淑
女
以
配
君
子
。

官
事
pf
五
一
心
事
7
、
之
、

J

二
予
」
fp

苦
と
と
し
、

}
r

ふ
芳
一
色
干
.
ョ

f
J
i
jノ
ノ
ジ
島
民

f

f

f

主

ー

と
&
り
徳
鮫
於
一
Mlト
〆
大
原
料
品
針
。
故
詩
作
L

J
，

W
り、

仁
王
究
論
街

μ

い
は
此
の
丈
ら
引
い
て
夫
人
の
一
一
字
が
な
い
o
T
I

充
論
街
謝
綴
錦
に
口
、
っ
康
志
之

に
繋
げ
て
お
ろ
か
ら
、
之
一
に
従
っ
て
、
夫
人
の
ニ
字
何
者
く
べ
告
で
あ
る
の
3

-

F

i

，

‘

討

域

間
川
議
時
詩
作
。
議
成
主
将
也
。
綜
長

と
あ
る
。
然
ら
ば
魯
詩
は
闘
機
制
作
の
時
代
ぞ
府
民
主
の
時
と
な
し
、
氏
一
去
が
羽
山
女
約
tf
会
り
、
挽
く
起
き
仁
る
潟
め
、
詩
人
が
他
日
政
務

JT
荒
蹴
慨
す
る
に
豆
ら
ん
こ
?
と
の
幻
夫
人
が
鶏
鳴
に
は
、
侃
去
を
鳴
ら
し
て
、
君
所
全
去
り
た
る
こ
と
な
忠
ひ
て
、
関
慌
の
詩
を

作
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
列
女
体
に
つ
開
能
淡
見
い
と
す
ふ
は
、
漢
書
社
欽
体
鐙
に
「
涼
幾
乎
調
機
之
見
倣
」
'
と
一
一
口
同
ひ
、
後
漢
詩
紡
級
一
体
に

叶
康
壬
一
朝
間
俊
郎
。
開
態
見
幾
同
作
。
い
と
一
一
一
日
ふ
と
同
じ
で
め
る
。
列
女
体
に
務
見
と
一
一
一
一
日
ひ
、
社
欽
俸
に
見
徴
主
一
宮
ひ
も
核
問
初
体
に
つ
見
幾
」

'"、、

之
官
ふ
は
、
品
川
詩
人
が
、
民
主
の
提
起
が
他
日
政
務
を
荒
ぃ
践
す
る
に
去
る
動
機
と
な
ら
ん
こ
と
そ
愛
へ
、
幾
微
の
時
に
之
常
見
て
戒
め
七
る

な
り
。
関
維
の
約
詩
に
る
こ
と
は
、
概
裂
以
上
の
如
く
で
め
る
。

小
碓
鹿
鳴
の
詩
は
、
弔
詩
序
に
「
燕
議
民
謀
者
一
世
O
L
L
し
あ
っ
て
、
饗
宴
に
宇
一
人
げ
か
般
ぞ
悉
く
し
教
を
松
め
て
嘉
笈
音
符
ち
七
る
こ
と
を
裕

突
し
七
詩
な
る
仁
、
魯
詩
は
鹿
鳴
を
以
て
刻
詩
と
な
し
、
史
記
十
一
一
諮
侯
年
表
に

仁
義
俊
一
議
。
鹿
嶋
刺
…
話
。

と
あ
る
。
湾
問
均
援
が
関
躍
の
認
を
引
い
て
制
約
詩
と
し
た
る
は
、
魯
詩
の
訟
を
用
ひ
に
と
す
れ
ば
、
渓
人
の
経
J
M
A

」
解
す
る
は
、
師
停
か
ι
傘
章
一
し

他
部
の
設
台
雑
へ
ぎ
る
暴
風
よ
り
挫
し
て
、
一
一
吋
馬
援
が
鹿
鳴
を
約
詩
?
と
倉
一
す
も
亦
た
ANY
詩
の
設
を
潟
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。
奈
川
島
の
琴
捺
に

一
箆
鳴
者
。
潟
大
限
之
所
作
品
。
主
遺
棄
。
君
芯
銭
。
沼
心
繋
色
。
内
額
妃
足
。
設
消
食
薬
品
情
。
不
能
厚
護
資
者
。
窓
際
械
数
。
形
見
於
色
。

大
一
陵
招
mm
…
瀦
見
。
必
知
緊
士
仰
向
践
。
小
人
在
位
。
府
議
段
選
。
必
自
党
始
。
故
撚
都
中
以
民
認
。
歌
以
感
之
。
田
川
幾
可
復
d

歌
臼
。
助
助
鹿

~
鳴
。
食
野
之
求
。
我
脊
嘉
一
禁
。
鼓
翠
吹
締
結
。
吹
錠
鼓
露
。
サ
京
鐙
是
将
。
入
之
好
我
。
一
部
我
問
凶
行
。
此
一
一
一
口
禽
斡
納
得
美
甘
之
食
。
岱
知
和
呼
。

一
乃
一
援
琴
玖
制
約
之
。
設
民
麗
拍
鳩
山
也
。

申戸時主主同一昨
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と
あ
る
。
郎
ら
均
一
九
見
嘉
肴
ど
設
け
で
鶴
見
者
守
安
ム
認
は
宇
，
安
土
は
擦
れ
.
小
人
は
位
に
ゐ
号
、
周
遊
山
り
表
ふ
る
込
よ
り
始
ま
る
を
知
つ

で
，
之
{
ゲ
可
制
…
つ
七
こ
と
ー
と
な
ず
は
強
魯
詩
の

で
J

め
る
つ

1
1
1
1
J〕
明

}

、

.

1
1

一一
‘
H

ド
?
‘

(j) 

y 
、-
ゐ

》

2F

ご
持
静
jhl

、F

Z
て
ヨ
ん
本
ぃ

C
一

}
五
皇
、
お
ふ
4

』

Z
A
4
1
d

c
E
語、
f
:
互
時

す
は
、
史
記
十

の叫ん
r

按
ぷ
同
じ
で
ゐ
る
。

以
上
の
如
く
締
離
脱
嶋
中
~
以
て
別
誌
と
な
せ
ば
ち
此
に
大
江
る
疑
問
会
生
宇
。
上
に
引
き
た
る
如
く
、
史
お
十
一

『
『
今
」
肉
、

i

i

 

同
滋
供
。
詩
人
本
之
ね
席
。
開
儀
作
。
仁

グ
端
数
宝
島
'ff
全
く
司
寺
と
リ
ペ
サ
し
h
J
d
こ
ん
刀
去
ら
争
、
花
子
仏
H

一
気
こ
去
、

p
ロH
H
I
λ
c
f
h
v
F
4
H，パ

f
t
a
J
J

、d
i
d
-
t
土
J
p
t
L
V

二
・
ょ

J
i
r
i
F
S

間
態
之
乱
っ
以
危
風
始
。
箆
鳴
匁
小
雑
始
。
文
京
し
ゑ
大
雑
始
。
山
一
仰
い
知
伐
採
始
。
…
一

r
i
u

ぺ
主
t
Lん
y
y会
八
三
〔
〉

マ
づ
づ
ふ
ふ
戸
町
一
羽
仁
約
三

κ

i
人
、
又
入
1
刀
円
い
い
tv
仏
巾
山
バ
ペ

f
吋
れ

i
o

主
オ
メ
仁
一
昔
，
~
ぞ
引
泊
三
子

向
日
比
，
了

4
Lし
T
J
Zさ
げ
は
品
性
0
7
A
h
山口
J
.
P・寺山
O

作
V

之、、
L
m
T
O

伝
説
F
L
d
D
R
U

ヂ
江
主

i
私
ヨ
誌
が
」
/
引
委

ひ
‘
開
陸
路
鳴
か
が
鮮
側
以
紘
一

'd

EF二
日
み
ず
と
去
、

j

-

l

 

く
羽
-
又
な
り
。
詑
五
鴻
も
ゐ
/
一
二
兎
さ

4

4

B

t

i

，

、

宝

〆

;

r

H

m
《

f
也、

J
t
d

-

M

毛
v
w
d
ゴ
〉

仁
矧
川
和
小
山
小
:
L
U

な
し
て
、
十
一

で
治
じ
で
、

浅
治
的
仰
儲
林
博
斜
。
孔
安
凶
沼
市
公
必
子
。
山
安
凶
所
交
芥
私
一

ud
史
公
従
皆
同
川
十
日
文
或
亦
従
山
内
十
魯
詩
。
公
設
周
波
紋
問
問
離
作
υ

館
料
体
仔
…
一
一
口
周
辺
家
同
開
際
作
。
叫
ん
ハ
肘
魯
詩
列
。
然
一
m
w
m能
正
法
之
始
場
。
非
総
間
以
告
。
鹿
嶋
一
比
雅
之
始
唱
。
非
縫
給
品
。
孔
J

十
間
詩
リ

:

:

1

4

S

追
い
仁
一

交
取
し
一
波
品
れ
誠
利
之
作
。
以
沼
風
雑
法
。
民
孔
一
ナ
世
家
。
以
関
経
治
風
始
。
民
地
勾
小
雅
始
ω

奈
川
川
氏
和
紙
純
子
生
山
即
断
的
お
w

J

:
ふ
嵐
引
4
3
寺ーと

h
p
i
p
ι
t
H
A
H
A
!
ι
日
山
口

H

H

4

ひ
、
十
二
認
候
年
表
と
孔
チ
秋
家
と
が
、
同
じ
一
一
川
馬
場

ω手
に
川
で
な
が
ら
‘
関
税
鹿
嶋
の

と
431し
、
史
記
、
)
一

J円
J

メ
，
，
一
d
N
が
ふ

'
e
J
a
-
-

四

〆町、や」守、

j

ー

し

つ
は
桜
美

に
の
っ
て
，
文
相
特
桜
す
る
合
同
机
ム
。
長
れ
第
一
の
疑
問
な
り
。
山
開
冷
川
悦
も
亦
仁
ナ
…
に
就
き
同
紙
台

1実

夫
、

f
J
戸員一
1
A
A
U
広
除
。
ド
ヘ
、
二
主
7
P
0
5
'す
J

ざい戸、、長崎

3

日
展
ド
九
持
島
ず
五
H
ド川町
j
J

担
問
U
i
志
J
d
p

同
公
制
的
一
作
一
然
。
以
鹿
嶋
Mm
之
升
歌
。
以
概
数
川
之
介
務
。

乙
フ
魯
川
崎
議

す

設

設



を
一
言
ひ
，
儀
搬
に
撮
れ
ば
‘
府
飲
滑
に
は
既
鳴

-
mパ
牡

'
R
~没
者
来
ぞ
歌
ひ
、
間
川
市
開
能
命
誌
躍
。
袋
耳
φ

刀
竹
市
鴻
山
知
・
釆
繁
@
釆
灘
'f
合

仰
仰
木
す
。
卿
射
純
及
一
び
燕
械
に
は
周
市
側
般
企
八
竹
山
川
ボ
し
、
堂
々
七
る
杭
式
の
饗
安
に
別
ふ
り
此
容
の
哀
が
間
経
に
絞
っ
て
ゐ
る
の
は
、
…
一
…
家
は

な
し
。
沼
し
蹄
碓
附
郎
防
か
ι
刺
誌
と

之九件
4

知
る
べ
き
に
、
市
る
に
闘
能
は
氏
五
の
時
に
作
ら
れ
、
鹿
嶋
は
表
向
の
時
に
作
ら
れ
に
と
す
べ

お
せ
ば
、
純
縦
一
も
と
崎
純
し
て
合
は
十
o
n
M
泊一一

ω
疑

川

な

り

。

叉

に

局

す

る

限

度

は

、
'
a
A

キ
ザ
rhい
局
、
」

開
鹿
嶋
一
全
持
持
者
載
。
道
文
武
桁
小
故
。
定
大
乱
。
致
太
平
。
紫

H.
有
依
。
長
一
勾
記
小
雑
。

mu山川い山

日

A
A
H
戸
山
戸
マ
ル
め
正
司

E
甘
口
ひ
‘
鹿
嶋

'
r
k
小
雅
・
・
と
勾
J
9
0

恋
し
一
牛
小
雅
な
ら
ば
、
毛
詩
と
同
じ
く
が
、
美
の
叫
げ
な
り
、
然
る
に
私
設
は
闘
能
底
的
を
料
誌
と
得
し
、

魯
詩
沃
の
経
仰
に
る
限
度
が
鹿
嶋

ι
c
E
間
以
下
一
維
と
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に
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北
ぺ
後
亡
者
山
旬
。
布
上
不
忠
防
い
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ム
は
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ふ
o
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魯
詩
の

で
あ
る
。
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写
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叫
J

L
し
め
る
に

4

ま
γ玄

z
a
f
J
U
え
局
、
ゐ
関
与
。
戸
七
三
H
F
O
勺

f
い
可
五
、
ど
っ
ト
正
?
と
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「
市
…
瑞
…
術
法
楽
滋
蹄
姿
也
」
と
あ
る
に
、
列
女
侍
及
び
時
記
坊
記
綿
花
に
は
、
定
安
の
詩
に
し
て

っ
て
、
邸
玄
が
燕
鳴
い
か
」
党
議
の
詩
と
お
し
に
の
は
、
魯
詳
の
一
況
に
従
っ
た
と
し
て
ゐ
る
o

t
述
べ
て
み
る
か
ら
、
「
料
サ
~
お
り
γ
疑
称
ハ
之
山
政
一
」

T
C
…
一
一
一
円
ひ
、
公
安
の
詩
と
得
し
た
の
は
、

ふ
は
、
隊
一
一
小
川
縦
の
弥
一
訟
な
れ
ど
も
、
開
記
綿
一
刊
は
、
市
民
く
…
一
一
家
の
設
合
設

ね
一
取
り
、
持
狩
に
限
ら
ゴ
れ
ば
、
必
宇
し
も
字
な
改
む
る
に
及
ば
ざ
る
な
り
。

都
風
日
付
月
の
詩
は
、
モ
詩
の
序
に
、
「
日
月
俗
一
己
出
υ

謎
州
呼
之
敗
。
傷
己
一
小
児
答
於
先
対
。
以
奈
川
州
第
之
詩
也
」
と
ゐ
る
に
、
川
刈
女
伎
は
に

は
、
街
宣
妥
が
太
子
仮
を
危
く
し
、
予
の
議
合
立
て
ん
と
し
に
る
を
利
つ
に
詩
と
す
。

-m(記
街
サ
ぃ
家
と
令
ム
。
白
河
れ
魯
詳
の
誌
で
あ
る
。

主
抵
黍
離
は
、
毛
詩
の
序
に
は
勺
効
後
機
関
…
一
川
府
む
し
と
ゐ
る
に
、
新
序
節
士
篤
に
は
つ
街
笠
公
子
議
。
関
兆
九
佼
之
且
丸
山
中
山
。
作
一
銭
忠
之
詩
u

黍
離
之
詩
同
党
侶
い
と
ふ
が
は
ふ
。
新
序
は
劉
肉
の
者
な
れ
ば
、
黍
隊
な
街
宣
公
の
太
子
佼
と
誌
の
誌
と
す
る
は
、
魯
詳
の
設
で
あ
る
。

主
同
州
務
惑
は
.
モ
詩

ω
序
に
は
、
「
刻
中
主
山
泊
。
期
信
一
一
退
表
。
棄
兆
九
族
一
川
沿
い
と
め
っ
て
ち
一
小
王
の
詩
!ζ

食
す
。
此
の
詩
を
千
五
の
詩
と
な

す
に
は
照
る
疑
義
あ
り
。
毛
詩
の
序
は
、
主
風
黍
敵
よ
り
山
市
谷
川
例
議
ま
で
ぞ
千
五
の
詩
と
匁
し
、
次
の
兎
m
…A
J
f
和
…
去
の
詩
と
忽
し
、
次
の
諸

…
間
畑
一
セ
一
小
主
の
詩
と
匁
し
、
時
代
の
蝦
序
か
ら
桂
一
向
へ
ば
、
務
官
照
子
一
十
一
の
詩
)
の
次
に
ゐ
る
べ
き
兎
愛
(
松
去
の
詩
〉
が
、
反
っ
て
鴻
誌
の
前
に
あ

る
が
矯
め
に
疑
誠
一
七
生
じ
、
都
詩
諮
正
義
に
は
ベ
究
会
序
去
校
五
。
別
本
有
官
制
高
之
下
。
初
一
筒
札
換
応
。
欠
北
ハ
，
次
一
斗
」
?
と
一
…
一
一
同
っ
て
、
兎
m
況
は

葛
誌
の
下
に
あ
る
べ
き
な
、
鈴
筒
よ
り
生
じ
に
ろ
設
と
な
す
。
元
来
高
高
毛
詩
序
の
一
中
主
は
、
昨
石
経
・
小
学
本
・
初
来
本
は
、
'
千
五
に
作

り
、
主
義
及
線
一
文
に
依
れ
ば
、
山
住
援
問
山
集
-
氏
本
・
定
本
・
碑
文
本
は
枝
一
土
に
作
る
。
依
っ
て
之
ぞ
夷
考
す
れ
ば
、
泉
市
疏
は
「
程
一
土
犬
伝
。

路
義
段
議
。
男
女
詩
奔
。
議
俗
並
作
J

九
族
不
説
。
故
詩
人
別
之
。
今
五
間
以
自
兎
袋
一
単
一
大
事
閥
的
約
是
品
己
主
誌
ひ
、
兎
公
主
以
て
明
か
に
沼
…

玄
の
誌
と
お
す
。
泉
市
議
は
魯
詩
沃
で
め
る
か
ら
，
事
認
Jf
却
…
一
王
の
詩
と
お
一
す
は
、
魯
詩
の
設
な
り
。
相
m
怒
問
山
本
・
党
本
・
際
文
本
に
杭
一
土

に
作
る
は
、
泉
市
十
…
m
酬
の
訟
に
従
っ
て
改
め
七
の
で
あ
る
。
枕
元
校
勘
記
に
、
「
集
一
一
法
・
定
本
・
探
究
本
。
持
設
以
泉
市
一
説
所
改
入
宅
部
将
い
と
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と
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誌
の
前
に
ふ
の
勺
て
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正
の
詩
と
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し
七
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に
‘
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に
館
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札
の
船
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が
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、
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佼
疫
が
顛
倒
し
た
る
怒
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に
予
疑
義
を
生
し
に
る
に
滋
ぜ
ム
V
F

，
校
五
の
詩
'
と
鴬
す
は
、
魯
詩
φ
設
な
り
〆
O

一
土
同
州
大
家
は
も
毛
詩
の
序
に
「
知
的
州
大
夫
也
」
と
ゐ
る
に
、
列
女
俸
に
「
楚
伐
怠
政
之
。

れ
に
い
ず

1
0
手
伝
円
七
、
糸
、
九
。
…
町
内
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合
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1
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t
F
s
s

可
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ゴ
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ホ
ド
引
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よ

T
h
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お
り
夫
人
乃
作
詩
…
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一
辺
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一
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夫
人

で
あ
る
。
黍
機
大
卒
は
、

を
主
夙
に
外
し
七
る
に
就
い
て
は
、

に
従
へ
ば
、
街
芯
の

符
息
叉
皆
潟
之
部
門
段
。
故
街
之
黍
敵
。
忍
之
大
事
。
叫
ん
ハ
詩
枚
持
繋
之
主

る
に
、
之

感
銘」
}見
議
裳 へ
り
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日
氏
春
秋
に

の
作
と

の
訟
で
あ
る
。

に
「
小
弁
別
駒
王
山
泊
。

太
子

仁
約
六
両
の
誌
と
怨
し
、
「
的
資
仁
入
。

部
文ノト
!怠ぞ雅
之 ，11、
。弁
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詩
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と
あ
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の

で
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の
る
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提
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椛
に
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て
，
務
設
を
受
く
と
記
し
て
め
れ
ど
，

M

か
多
い
。
潟
市
問
問
機
の
竹
内
初
銭
淑
女
口
沼
子
好
惑
い
は
、

加
印
税
討
伐
。
す
后
妃
之
絡
和
諮
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別
機
問
燦
一
深
官
。

主
あ
る
。
此
の
都
議
は
、
一
治
体
に
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。
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〉
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4
1
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〆
a
w
i

酌
グ
凡
ポ
豹

i
J
1
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C

に
持
っ
て
ゐ
七
の
で
2

ゐ
ら
う
。

は

11 
ダコ

し
七
の
で
み
る
。

窃
紫
淑
女
。
君
子
計
述
。

手
和
的
灯
一
紫
安
防
相
い

E
め
る
。
列
女
俸
の

で
み
る
合
間
一
し
て
好
訟
を
解
し
て
「
続
怒
沼
千
和
好
紫
安
い

っ
て
‘
能
く
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都
議
と
…
致
ー
す
る
は
、
十
小
錦
袋
一
か
魯
詩
に
本
づ
く
な
知
る
べ
き
で
あ
る
。
魯
詩
に
は
、
好
議
の
議
セ
仇
に
作
つ
で
あ
っ
花
と
況
は
る
る
に
、

列
女
体
一
に
詩
な
引
き
.
亦
七
誌
に
作
る
は
、
後
人
が
毛
体
本
に
従
っ
て
之
セ
改
め
に
の
で
あ
ら
う
。
際
議
椛
の
魯
詩
境
誘
致
に
も
、
「
乃
後

入
特
務
υ

っ
て
ゐ
る
。
一
的
雅
問
料
放
っ
仇
凶
ど
の
郭
詑
に
詩
な
引
3
.

「
君
子
好
仇
」
に
作
る
。
悶
維
の
詩
字
訓
読

L 
'-

「
一
階
雅
章
何
劣
魯
詩
」

は
給
付
券
詩
な
れ
ば
、
以
て
仇
に
作
目
り
る
こ
と
ぞ
知
る
べ
し
。
減
腐
の
符
終
日
出
に
も
、

鮮
民
総
有
茨
の
「
中
蒋
之
官
し
は
、
渓
帯
谷
、
氷
俸
に
「
荷
主
之
意
。
不
窺
人
関
門
之
私
。
踏
中
蒋
之
す
い
の
腎
灼
訟
に
、

「
魯
詩
以
お
夜
山
畑
」

-
を
あ
る
o
m日
灼
は
菅
の
人
で
あ
る
か
ら
、
或
は
魯
詩
な
見
て
、
此
の
一
ヤ
誌
に
T
怨
し
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
，
中
蒋
合
夜
と
似
附
す
る
は
、
魯
詩
の
義

に
「
斡
詩
一
氏
巾
議
中
校
」

L
」
ゐ
る
か
ら
、
魯
詩
総
詩
は
一
致
し
ゐ
る
。
解
議
は
毛
体
に
「
中
等
内
蒋
也
L

v
と
位
一
日
ふ
に
従
ひ
、

々
で
あ
る
。

t
Jザ
)

4NTt~uvU守

ケヘ

J
よ
〉
コ
こ
う

C

J
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O

認，

f
7
ι
カ

ぐ

守

i
f
ν
V
2
7同

「
間
行
総
須
氏
。
入
役
阪
港
住
佼
北
ハ
」
と
注
し
、
犯
に
♂
往
と
解

の
「
続
人
不
恭
ω

放
路
大
邦
。
侵
杭
紙
北
ハ
」
は
、
一
色
体
に
は
、

し
に
る
に
、
都
議
は

院
品
。
組
曲
。
共
告
。
…
…
…
問
犯
周
。
市
文
京
伐
之
o

k

、ユレ、

f
A

品、ヒ、，
j

c
k
v
f
!
到
/
を

…mm
の
名
と
怨
し
亡
。
宅
設
五
義
に

一A
b
T
者
五

張
問
問
日
。
魯
詩
之
議
。
以
阪
紙
北
八
一
背
怨
凶
名
。
い
山
総
一
山

に
擦
り
た
る
こ
と
は
明
白
で
ゐ
る
。

J

、
ノ
、
し
て

f
T
h

'FE424F'パ
制

0) 

に
比
較
す
る
と
兵
る
所
あ
り
。
小
雅
節
市
山
之
什
は
、
今
本
に
は
、
節
市
山
。
五
月
。
十
月
之
交
。
雨
無
一
止
。

ー
?
h沼
1
p
h
ミ
J
1
1ノ
冴
え

h
h
'
〉
、
，

ィ
z
d
r
v
h
宣
伝
師
長

f

小
変
。
小
宛
の
賊
序
に
な
っ
て
ゐ
る
。
毛
詩
の
序
に
は
、
何
れ
の
篇
る
皆
「
刺
陶
王
山
首
」
と
め
っ
て
、
幽
五
の
詩
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に

~ 19-一日占

解
詩
議
に

阿
川
一
問
。
小
雅
之
問
。
何
以
務
純
一
抑
制
以
王
。
問
。
有
務
。
十
月
之
交
。
雨
無
五
。
小
長
。
小
宛
之
詩
日
克
也
。
漠
典
之
初
。
郎
移
士
パ
第
耳
。
乱

改叫ん
h

将
判
。
義
制
上
下
。
到
拠
一
五
亦
磁
突
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司
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。
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仁
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仁
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て
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に
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ザ
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。
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結
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幽
王
の
詩
と
お
す
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に
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品
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狩
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合
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詩
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潟
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亡
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十
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交
の
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滋
表
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方
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掛
か
仏
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毛
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艶
姿
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幻
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し
て
褒
凱
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指
し
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五
の
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お
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に
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で
み
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、
都
議
に
は
、

属
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色
。
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千
梓
川
。
♂
れ
附
街
路
方
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持
。
設
滋
位
。
一
日
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業
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。
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行
之
祐
一
也
。

と
一
一
割
問
ひ
、
毛
体
の
如
く
、
滋
実

4Tm五
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し
て
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に
一
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指
し
に
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で
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山
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刊
行
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に
本
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に
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で
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。
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に
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制
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用
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が
間
以
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閣
安
縮
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以
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滅
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艶
姿
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間
安
に
作
り
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現
似
と
閣
安
と
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し
て
み
る
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ら
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引
と
閣
安
と
は
各
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別
に
一
人
と
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し
に
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明
瞭
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あ
る
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日
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接
訟
之
族
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厳
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υ
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品
川
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討
小
雅
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交
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日
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又
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方
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叉
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篇
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篇
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古
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佐
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弱
。
授
以
弓
矢
。
子
之
郊
謀
之
前
。

波
一
践
山
効
。
夜
一
時
半
氏
之
帝
場
。
式
述
。
鮫
疾
也
リ
従
於
帝
は
見
子
夫
。
作
一
事
就
ハ
紋
泊
。
飲
饗
Q

を
。
嬰
す
る
に
毛
体
の
訟
は
、
安
紛
が
一
一
川
校
全
生
む
初
に
川
口
問
り
、
誠
敬
の
念
な
以
て
、
郊
棋
の
紳
ハ
子
守
授
く
る
一
仰
〉
'Y
紀
与
、
以
て
予
知
…
き

の
疾
を
去
る
。
郊
践
に
散
認
す
る
の
時
、
北
川
夫
の
お
恭
氏
の
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が
率
ゐ
て
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に
行
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線
は
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に
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の
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迩
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践
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し
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を
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一
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し
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。
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仰
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懐
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ち
之
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、
界
の
器
ぐ
る
所
と
な
り
、
出

で
百
穀
合
擦
聴
し
、
以
て
下
民
全
利
従
す
。
紘
れ
を
民
税
と
な
す
ハ
孔
疏
大
窓
〉
?
と
訟
ふ
。
然
る
に
榊
防
護
に
は
、

養
源
之
生
后
綬
如
何
乎
。
乃
純
程
上
帝
於
郊
滅
。
以
放
除
北
ハ
純
子
之
疾
。
市
得
北
ハ
一
服
也
。
能
者
一
一
一
日
野
瀬
川
H

倒
神
明
窓
也
。
一
一
五
之
後
。
得
対

象

み回申 23時『申

天
子
之
鵡
0

・
有
上
帝
品
。
紋
掠
也
。
介
左
京
也
o
m
汎
之
ふ
一
一
日
粛
由
。
記
郊
謀
之
時
。
時
刻
有
大
一
柳
之
述
。
議
採
投
之
。
足
不
能
減
。
緩
北
ハ
掠
指
之
底
。
心

鰻
散
散
然
。
所
左
京
。
所
土
佐
。
如
有
人
選
感
己
者
也
。
於
是
逐
一
有
身
。
一
間
飛
戒
不
復
御
。
後
別
生
子
市
養
長
之
。
名
目
葉
。
舜
反
発
雨

間
帯
之
。
是
食
尽
稜
。

邸
玄
の
解
は
宮
廷
は
毛
体
と
異
な
ら
Y
れ
ど
も
、
「
緩
帝
武
紋
故
」
の
作
以
下
の
一
一
一
何
は
異
な
り
を
と
免
す
。
鄭
諮
ふ
郊
線
全
淀
る
の
時
に
診

り
、
上
帝
大
紳
の
足
述
ゐ
り
、
議
娘
一
祭
に
mw
っ
て
之
を
見
、
途
に
此
の
上
帝
大
一
聯
の
足
謎
掠
指
の
庭
セ
緩
み
、
足
満
つ
る
能
は
字
、
時
に
郎

ち
心
関
数
款
然
と
し
て
、
も
の
身
の
定
方
に
あ
り
、
身
中
に
土
佐
す
る
所
ゐ
る
が
如
く
、
人
選
結
集
の
巴
を
感
宇
る
者
ゐ
る
が
如
し
。
売
に

於
て
震
動
し
て
身
す
る
め

9
0
附
則
も
粛
戒
し
て
筏
に
御
せ
市
?
と
。
鈴
は
同
じ
。
(
孔
疏
大
意
)

以
上
一
の
如
く
、
生
昆
の
詩
を
毛
俸
は
様
て
常
識
的
に
設
き
に
る
に
反
し
、
鄭
議
は
上
帝
の
足
迩
を
緩
み
、
共
試
に
感
じ
て
子
守
生
む
と
い

惑
法
一
ど
拭
上
帝
の
紬
純
白
熱
に
感
動
し
て
子
者
金
訟
を
一
一
一
一
向
ふ
。
一
党
奇
怪
写
る
が
如
く
な
れ
ざ
毛
，
支
那
一
古
代
の
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天
人
合
?
の
宗
教
的
思
想
に
於

τ‘

客

二
磁
じ
妄
誌
を
以
て
之
を
斥
く
べ
か
ら

5
る
に
俄
士
号
。

叉
セ
詩
商
一
間
以
玄
烏
仁
、

天
命
玄
鳥
。
降
而
生
砲
の
宅
設
士
官
官
。

と
あ
り
。
毛
俸
に
、

存
分
玄
鳥
降
。
湯
之
先
組
。
有
誠
氏
女
筒
秋
。
初
出
一
前
半
氏
荷
。
者
卒
興
之
新
子
郊
謀
。
市
生
契
。
故
本
匁
天
所
命
。
以
支
烏
一
間
生
一
万
。

毛
一
憾
の
意
は
抑
制
ム
、
段
品
切
り
先
一
組
側
収
不
か
春
会
主
主
る
の
日
に
於
で
、
高
ま
ん
の
殺
を
と
郊
刊
紙
一
江
縦
一
に
祈
り
、
契
Jf
生
J
U
o

本
と
邦
夫
。

命
宇
る
所
な
る
を
以
て
、
文
鳥
卒
一
る
の
特
に
於
で
生
る
(
孔
疏
大
意
い
在
、
契
会
以
で
高
卒
氏
の
帝
の
子
と
免
し
に
る
に
、
郊
護
は
、

天
徳
島
下
市
生
弱
者
。
謂
向
助
法
卵
。
妓
氏
之
女
鵠
秋
芥
之
市
生
契
。
怨
晃
司
徒
。
有
功
封
問
。
秀
知
北
ハ
後
作
興
。
叉
州
問
北
パ
姓
お
り
自
初
対
奈

湯
八
援
。
始
M

府
議
之
般
地
。
荷
受
命
。
問
日
以
庚
大
。
で
と
然
。
滋
之
党
命
。
由
契
之
功
。
故
本
共
天
窓
O

L
」
…
お
ふ
。
郷
玄
は
、
天
命
玄
烏
と
は
、
天
一
か
島
ハ
議
…
〉
を
し
て
卵
な
泣
き
し
め
、
妓
氏
の
女
符
秋
が
之
を
存
み
で
契
セ
生
、
み
、
発
の
一
一
川
徒
と
な

の
地
に
民
り
、
問
日
に
以
て
慶
大
な
り
と
の
誌
に
で
、
内
五
れ
段
の
先
組
の
契

り
で
功
み
り
、
商
に
封
ザ
ら
る
9

初
対
一
よ
り
八
議
し
て
、
始

が
今
一
る
る
，
共
一
伶
筒
秋
し
が
夫
な
く
も
議
の
設
し
に
お
卵
会
一
?
ぺ
之
に
感
動
し
て
契
古
今
一
む
?
と
危
す
は
、
感
生
な
り
。

毛
停
の
詩
'γ
解
す
る
械
で
総
俄
に
し
て
常
識
に
合
す
。
務
玄
が
生
児
の
「
腹
式
紋
故
い
や
、
文
鳥
の
「
天
命
玄
烏
降
阿
佐
南
い
な
併
し
、

初
主
の
瓶
一
先
が
生
る
る
は
偶
然
に
み
ら
や
J

，
鰐
人
が
一
脚
の
筑
に
感
じ
て
子
守
生
む
と
い
ふ
終
生
出
刊
の
尽
訟
は
，
頗
る
守
経
に
し

に
従
ペ
て
、
務
玄
の
設
な
取
ら
争
、
榊
州
立
を
以
て
妖
安
不
給
と
お
す
。
仙
川
…

宇
ペ
か

ち
庁
、
る
に
似
七
る
?
以
て
、
消
代
汚
説
家
の
如
き
は
、

ね

れ
H

と
も
郷
文
の
殺
は
立
ハ
獄
創
に
の
ら
宇
し
て
、

感
生
の
思
想
台
湾
ふ
る
に
、

吋
「
だ
よ
同
4

v

b
仇

1
1ト
h
.
、
王
へ
日
リ
壮
烈
0

7
ク
ゼ
十
二
ノ
工
J
P
E
J
t
m
l
d
物

い

/
:
1
~
引
引

h
u

ザ

ぐJ

し
な
り
。

思
女
一
小
犬
市
一
字
。
幻
税
ヰ
一
ヂ
ザ
一
跡
リ
伊
予

に
し
て
，
列
子
の
自
策
に
め
ら
ゲ
る
も
，
先
楽
の

と
あ
り
。
列
子
は
後
人
の
機
入
多
く
、
同
悦
偽
出
治
す
れ
ど
も
、
天
瑞
お
み
い

る
を
失
は
宇

o
mし
て
北
パ

ω
「
れ
稜
兆
一
千
日
跡
い
と
一
以
ふ
は
、
生
以
ん
の
「
M

脱
税
式
般
試
し

の
郵
玄
設
と
…
設
す
。
叉
七
階
駿
一
天
間
に
は
「
女
蚊
鈍
…
令
犬
。
お
取
九
千
い
と
公
ひ
、
又
七
「
筒
秋
布
援
の
斡
何
ハ
札
。
玄
為
政
断
り
女
判
官
h

い



L
V
一
以
ひ
‘
又
七
日
氏
森
秋
北
川
初
に
ベ
布
械
民
心
付
一
一
依
女
っ
飲
食
必
鼓
。
帝
令
燕
位
脱
之
っ
略
活
協
版
。
…

翠
以
ア
虫
館
。
少
選
。
務
問
問
之
。
燕
議
二
卵
。
北
飛
途
不
反
」

'yv
公
ひ
、
お
一
訪
日
刊
に
斗
帝
天
説
。
天
令
稿
…
降
卵
於
市
誠
氏
。
女
将
之
中
一
初
〈
U

詩
一
式
。
天
命
玄
品
。
降
生
前
い

L

三
千
点
。
此
等
夫
な
く
し
て
子

行

y
F及
川
ア
ア
一
0

7
1
5
4
ふ
4
J
v
u
μ

U
は
、
今
世
一
設
の
本
づ
く
所
に
し
て
、
文
以
内
の
斜
文
説
と
一
致
す
。
叫
ん
ハ

率
七
る
関
よ
り
寄
艇
に
し
て
、
現
主
と
し
て
信
宇
べ
か
ら
ゴ
る
も
‘
列
子
。
隊
騒
。
沼
氏
恭
秋
な
ど
に
ゆ
此
の
侍
読
hr
殺
す
る
以
上
は
、
女

p

・
7
日ャ
3

・eト
s
z
、川i
、AA
戸、、局、・
λ
j
a
±

ノ

に
一
宗
罪
名
判
庁
前
キ
一
泊
L

町一 !::5吋---

郊
の
古
代
に
お
波
や
湯
の
生
誕
に
就
き
、
一
一
仰
の
紳
秘
的
の
一
挙
資
め
る
こ
と
か
パ
}
品
川
川
ザ
し
な
ら
ん
。
許
恨
の

町
詩
人
皆
無
父
。
然
一
犬
一
切
致
。
光
氏
警
な
入
品
川
方
(
L

悶
刷
版
、
?
の
り
。
之
に
採
れ
ば
、
立
ハ
弘
義
及
び
公
平
一
次
の
如
さ
ん
斗
人
一
家
は
娘
一
片
!
一
一
試
ピ

信
じ
，
宏
氏
抵
の
如
き
古
文
出
来
は
聖
人
じ
皆
父
め
り
、
と
し
て
、
終
生
訟
に
反
針
せ
し
如
し
。
故
に
誌
に
於
て
る
狩
魯
斡
の
今
女
一
訟
は
wm
ん刊誌

を
絞
り
.
毛
訟
の
古
文
設
は
之
に
反
濁
せ
し
こ
と
は
、
上
に
引
き
七
る
ん
沈
民
文
鳥
の
毛
体
L
L
m
m
袋
、
と
を
見
て
、
際
限
徴
税
す
べ
き
な
り
。
本

E
錦
、
玄
は
古
文
家
な
れ
ど
も
‘
今
す
~
設
か
も
粂
採
し
・
殊
に
誌
を
一
日
す
る
に
及
び
て
は
、
毛
詩
な
以
て
準
援
と
な
し
に
れ
ど
も
、
今
丈
一
説
4T
殺

探
し
た
り
し
こ
と
は
、
采
主
催
麟
及
び
治
代
考
設
家
の
問
に
む
に
定
倫
あ
り
、
抑
制
玄
の
駁
五
経
山
邦
議
の
「
務
部
…
日
感
作
一
件
無
父
…
山
一
三
の
俊
、
毛

詩
生
氏
疏
に
引
く
張
敵
の
設
及
び
生
民
疏
絡
を
芳
ふ
れ
ば
、
府
ゆ
玄
は
父
な
く
し
て
終
生
す
る
訟
を
信
じ
、
生
民
主
鳥
の
誌
も
此
の
窓
ぞ
以
て

僻
L
に
る
如
し
。
然
ら
ば
録
文
は
ん
小
一
民
文
鳥
の
詩
ノ
ゲ
一
一
…
慨
す
可
く
今
究
訟
を
取
る
に
、
鵡
川
魯
斡
の
中
仰
れ
の
訟
を
別
ひ
七
る
か
と
い
ふ
に
、
魯

誌
を
取
り
七
る
如
し
。

受
記
一
一
一
代
世
家
の
後
に
、

張
夫
子
問
絡
先
生
日
。
設
一
一
日
契
治
則
総
校
側
…
父
…
間
生
。
今
按
諮
俸
記
。
威
一
万
石
父
。
父
校
芳
帝
子
山
泊
。
符
hm
…mm詩
緩
乎
。
緒
先
生
日
。
不
然
。

詩
営
問
契
生
子
卵
。
一
一
川
一
殺
人
設
。
欲
見
北
パ
天
命
総
誠
之
友
耳
。
鬼
一
料
不
能
自
成
。
初
、
人
間
生
。
奈
何
無
父
市
生
乎
。
一
一
一
一
一
口
右
父
。
一
一
一
一
一
町
奴
父
。

倍
以
体
倍
。
疑
以
依
疑
。
故
雨
時
一
口
之
。
尭
知
稜
契
九
日
付
賢
人
。
天
之
所
生
。
故
対
之
。
契
七
十
闘
が
。
後
十
鈴
吠
。
.
五
湯
玉
天
下
っ
発
知
縫
子

孫
之
後
烹
品
。
故
各
一
封
之
汗
恕
一
一
。
北
ハ
後
世
立
千
設
。
五
女
王
部
布
天
下
。
詩
的
山
日
G

湯
之
光
一
潟
契
c

無
父
市
生
。
契
持
郎
ハ
妨
妹
伝
子
玄
止

ま
。
一
一
帯
悲
観
卵
駿
之
。
製
品
時
符
。
数
合
之
。
謀
容
之
。
邸
牛
一
契
。
契
生
部
都
民
。
葉
一
立
怒
一
引
が
。
姓
之
日
子
氏
。
子
者
数
。
諒
一
各
一
大
山
知
。
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え
美
一
向
綴
之
持
。
設
敬
老
若
。
天
命
一
克
烏
?
降
一
生
務
。
h

問
者
変
。
段
竣
渇
一
。
立
五
之
免
震
お
…
磯
。
稜
亦
盤
…
究
碕
生
。
后
竣
母
雰
議
嫌
。
市
川
見

大
人
跡
。
清
陵
跨
之
υ

知
於
身
。
創
生
活
稜
。
裳
嫁
以
怒
父
。
疑
問
弁
之
道
中
。
ヰ
キ
選
一
小
山
内
也
。
抱
之
山
中
。
山
者
器
、
之
。
又
知
之
大

薄
。
烏
援
席
全
之
。
議
嫁
似
体
之
合
於
日
光
知
共
天
子
。
乃
取
長
之
心
禿
知
注
八
賢
才
。
立
以
念
大
尚
氏
以
幹
…
之
日
摂
氏
。
婚
者
本
也
。
詩
人
英
同

級
之
日
。
続
初
生
民
。
深
修
μ
合
成
。
荷
遊
后
桜
之
始
也
。

と
あ
る
。
此
の
中
に
殺
体
ぞ
引
き
も
契
と
反
援
の
感
生
一
の
事
を
殺
す
c

詩
俸
は
悲
し
魯
詩
体
中
」
言
ふ
な
ら
ん
。
史
認
孝
氏
本
紀
一
袋
併
に
咲
い
れ

「
絡
先
生
名
タ
孫
。
渓
博
士
」
1ζ

去
ひ
.
又
七
一
栄
終
に
は
.
「
夜
長
一
広
。
絡
先
生
殺
川
入
。
仕
一
花
成
問
。
本
校
…
ぷ
格
競
家
体
。

の
設
営
引
塁
、

拷

少

孫

梁

料

務

大

弟

之

孫

。

怨

博

士

。

沼
M
州
出
一
り
事
大
儒
一
土
式
。
故
枕
先
生
。
糠
太
史
公
害
。
郎
防
考
結
亦
魚
川
…
」
と
一
民
ひ
.

林
俸
に
は
「
部
緒
少
孫
事
正
式
お
博
士
。
出
差
魯
詩
有
一
祷
氏
之
争
」
'
と
一
試
ム
。
以
上
の
諸
説
ャ
結
合
し
て
考
ふ
れ
ば
、
稀
少
孫
は
品

者
に
し
て
，
笠
帝
の
時
博
士
と
泊
り
‘
一
疋
成
の
時
に
及
び
に
る
な
り
。
然
ら
ば
一
一
一
代
悦
表
後
に
魯
持
問
中
者
に
る
椅
少
誌
が
引
く
mm爪

笠
廷
に
る
確
立
に
し
て
疑
な
し
。
河
し
て
詩
停
に
契
?
と
お
殺
の
空
ナ
ず
件
以
せ
、
叉
列
女
体
〈
ご
、
鶴
一
作
側
、
白
虎
訪
問
…
名
、
主
川

辺
、
教
側
一
崩
御
許
・
治
会
問
匂
等
?
の
作
品
在
、
草
川
仲
間
の
笠
引
に
し
て
、
此
の
中
に
初
手
法
び
戸
川
線
の
間
的
生
の
で
お
せ
に
れ
ば
、
皮
肉
の

絡
先
い
か
感
生
な
る
は
、
魯
詳
の
設
な
り
。
一
閃
し
て
都
文
は
今
一
日
出
玄
点

ば
勢
詩
に
本
づ
け
る
な
り
。

一
一
…
代
世
表
後
に
引
く
所
の
詩
体
に
「
湯
之
先
匁
契
。
無
父
一
間
ル
ザ
一
L

じ')

~{~b yφ 
ld、

'f
，
解
し
、
契
と
后
稜
と
合
感
生
と
均
し
仁
れ
ば
、
都
文
の
感
役
説

ム
。
魯
詩
は
ん
拙
…
犬
感
中
一
設
な
る
こ
と
は
で
見
る
べ
し
。
今
党
派
の

感
余
に
も
ち
父
な
く
し
て
、
天
一
仰
の
試
に
感
じ
て
生
る
と
い
ふ
ん
間
…
夫
設
と
、
父
ゐ
つ
で
天
紳
の
筑
に
感
じ
て
生
る
と
い
ふ
熊
夫
殺
と
あ
り
。

緒
少
孫
は
斗
山
地
紳
不
能
臼
成
。
被
人
一
向
説
。
奈
何
無
父
問
中
一
乎
」

E
一
辺
ひ
、
常
識
に
本
づ
き
村
恨
め
て
錨
快
な
れ
ど
も
、
原
始
の
感
伎
役
は
、

上
に
怒
げ
た
る
如
く
‘
列
子
・
敵
騒
二
市
民
春
秋
等
、
幹
夫
な
く
し
て
感
余
す
土
怨
し
に
る
な
り
の
後
も
淡
代
に
去
り
で
は
‘
知
…
夫
内
的
、
生
は

様
て
川
市
怒
に
速
く
・
有
り
得
べ
か
ら
ゴ
る
議
な
る
な
以
て
、

発
会

-LUす
-lf品
、
良

山
町
/
〓
剖
H

S
宅

Z
A
ャ

A
高
タ
右

A

d

羽，
r

し
七
る
思
想
な
り
。

り
て
入
滋
は
人
間
に
あ
れ
ざ
も
，
一
料
は
唯
気
合
間
決
ふ
と
岱
す
リ

n
M
れはい慨…

「
殻
契
時
日
筋
秋
。
有
誠
氏
之
女
。
会
ぃ
吋
特
攻
妃
日
人
行
山
針
。

pv

4
F
H

、
i
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玄
烏
堅
持
卵
q

偶
開
放
ほ

践
之
一

m身
励
。
知
学
者
。
民
期
間
生
子
。
以
怨
不
鮮
。
亦
'
之
促
巷
」
'
と
め
る
。
孔
安
閣
は
古
究
家
な
れ
ど
も
、
詩
に
於
て
は
市
公
に
従
っ
て

魯
詩
か
ι
皐
び
、
司
品
川
織
は
孔
安
問
に
従
っ
て
業
ぞ
問
ひ
に
る
な
以
て
、
司
馬
誕
は
巾
公
に
於
て
は
、
界
体
弟
子
に
り
。
且
つ
司
馬
援
の
時
に

は
、
毛
体
は
米
ピ
出
で
令
。
故
に
史
記
に
引
く
所
の
詩
は
、
魯
詩

Jfmひ
た
り
。
此
の
史
記
段
本
初
及
び
前
川
本
紀
じ
契
と
治
成
と
の
感
作
一
を

殺
す
る
は
、
持
魯
詩
に
本
づ
き
仁
れ
ど
も
、
「
聖
人
特
ん
然
災
。
成
夫
市
生
」
の
設
に
は
従
は
争
、
簡
秋
な
帝
絡
の
吹
妃
と
危
し
、
姿
娠
を
帝

樹
殺
の
元
妃
と
免
せ
ば
、
日
記
れ
父
め
る
な
り
。
許
慌
は
北
ハ
一
点
経
路
一
議
に
は
「
詩
持
魯
斡
春
秋
公
晶
子
稔
U

設
人
約
伽
…
父
。
感
天
間
生
。
山
江
氏
訟
年
一

人
皆
川

20議
案
リ
発
典
以
税
九
族
。
埋
設
誌
索
。
感
中
部
龍
一
向
松
長
。
発
案
付
九
族
一
向
抑
制
之
。
踏
…
織
…
x
o
m
m
五
問
。
知
不
一
雲
市
生
L

間

生
民
統
引
し
し
一
試
ひ
、
宏
氏
訟
の
辺
市
一
人
松
川
悦
父
い
に
従
ひ
、
持
魯
聴
の
い
川
…
父
設
に
は
断
然
反
濁
せ
り
。
許
慢
は
古
文
家
な
れ
ば
、
さ
も
あ
る
べ
く

尽
は
る
る
に
、
幸
福
山
字
に
は
ベ
古
之
訳
文
。
母
忠
夫
市
生
子
。
故
一
俗
一
大
子
」
側
杖
訟

E
Xひ
m

今
サ
人
家
の
感
k
a一
説
d
y
取
れ
り
。
鰐
文

は
絞
五
経
異
義
に
ベ
諸
一
諮
問
感
今
一
得
似
…
父
。
有
父
則
不
感
生
。
此
皆
偏
見
之
設
也
o

南
側
州
問
。
天
命
文
鳥
。
降
出
生
一
向
。
諮
械
簡
芥
節
子
生
祝
〈
Q

電
主
刊
は
、

是
謹
人
総
生
。
見
経
之
明
文
。
都
知
廷
決
太
上
長
之
姿
。
感
亦
諮
問
会
ぬ
説
。
是
非
山
伯
父
感
一
料
市
生
者
也
。
抑
制
丘
中
大
部
底
之
滅
。
続
的
…
桑

議
。
成
相
対
日
子
一
。
説
話
J

天
気
図
人
之
粉
。
就
同
一
脚
之
。
反
一
小
室
長
袈
乎
o
n河
川
川
然
突
。
叉
何
多
…
竺
話
悦
7

と
一
以
ひ
、
郷
小
う
い
奴
〈
の

wz~

な
父
な
く
・
高
槻
の
感
生
は
父
め
り
を
お
し
七
る
が
如
し
o

悲
し
契
に
就
い
て
は
十
分
共
の
信
宇
る
所
の
然
父
設
な
取
り
仁
れ
ど
も
、
一
品
川
胤

に
一
会
一
り
で
は
、
漢
の
時
に
の
り
で
、
務
総
の
父
を
無
視
し
て
予
加
問
…
父
設
を
人
手
一
接
す
る
能
は
宇
、
有
父
訟
に
従
ひ
し
な
ら
ん
。
段
一
主
裁
は
、

「
挨
此
鰐
君
調
停
之
説
。
許
作
異
義
時
。
従
左
氏
設
。
聖
人
特
有
父
。
議
説
文
則
一
足
。
一
榔
袈
之
母
。
感
天
碍
生
。
不
一
宮
町
北
入
山
県
父
。
別
山
県
都

議
一
向
い
と
議
ベ
七
。
許
撲
は
古
文
家
な
れ
ど
も
、
後
漢
来
の
古
文
家
は
多
く
今
文
kf
粂
ぬ
。
許
僚
が
感
生
訟
を
取
り
七
る
は
今
女
訟
を
用
ひ

た
る
な
り
。
段
去
裁
が
許
慢
は
一
一
郎
は
今
文
に
従
ひ
、
感
生
設
な
れ
ど
も
、
一
間
は
宏
氏
訟
に
従
ひ
，
山
伯
父
設
な
り
と
…
甘
口
ふ
は
、
悲
し
許
恨

の
震
を
得
主
に
似
た
り
。
唯
々
一
鰐
玄

de許
撲
と
同
じ
く
容
父
訟
に
見
七
る
は
掌
ら
争
、
部
考
に
は
鰐
玄
は
純
粋
に
魯
詩
に
従
ひ
‘
ん
枇
…
父
路
K-
一

誌
な
芸
誌
事
一
一
~
落
語
金
一
民
総
輸
に
お
り
る
張
一
識
の
訟
を
瓦

τる
知
る
乙
左
を
得
ペ
し
。
鄭
玄
の
渓
太
上
山
列
車
一
流
去
に
一
余
り
で
は
‘
一
漠
代
に
あ
り
で
は

政
践
念
会

む

e
と
み
号
，
又
七



怨
か
4

誌
は
ぎ
る
な
得
争
‘
れ
γ一
・
日
時
に
燐
乙
て
銑
繁
一
一
迎
の
道
な
り
。
感
牛
一
帝
に
就
い
て
は
、

m
M
に
部
稿
ゐ
号
，
文
長
け
れ
ば
此
に
兵
銭
せ
?
の

一....~í)一一

〔
附
記
い

此
皮
浅
一
丈
島
γ

ん
吋
同
紙
斡
'
引
の
方
か
ら
、
穆
堂
迫
納
杯
競
JT
出
す
に
常
っ
て
‘
何
か
故
人
の
設
一
稿
で
も
有
つ
仁
ら
と
の
御
誌
で
御
保
い
ま
し
に

の
で
、
一
日
制
子
俊
彦
と
管
中
の
整
理
合
致
し
ま
し
七
庭
、
泣
稿
数
篇
合
後
一
見
し
ま
し
に
。
共
の
中
に
、
持
魯
続
一
二
詩
の
議
稿
が
有
り

ま
し
に
。
誌
は
故
人
一
三
品
に
心
に
か
け
乍
ら
、
北
川
の
難
事

hu
る
こ
と
を
口
に
し
つ
〉
怒
ら
れ
に
も
の
で
、
設
稿
が
有
つ
に
こ
と
は
む
し

ろ
窓
外
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
憶
労
々
、
一
一
の
魯
詩
ピ
け
Jg
撰
ん
で
絞
せ
で
認
き
ま
し
亡
。
何
分
米
定
務
な
も
の
で
す
か

十
一
一
一
年
二
月
二
十
日

ぞ
れ
も
比
ハ
の
ま
、
に
さ
せ
て
覧
ひ
・
ま
し
に
。

に
撃
は
な
い
鮪
が
有
り
ま
す
が
、

一
一
一
一
口
御
断
り
ま
で
。

3
4
J
 

T
e
s
ノ

ト
少
Lr

林


	011
	012
	013
	014
	015
	016
	017
	018
	019
	020
	021
	022
	023
	024
	025
	026
	027
	028
	029
	030
	031
	032
	033
	034
	035
	036
	037
	038

